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マップのアップロード

資産ロケータの設定で最初の設定タスクの 1つは、Cisco Prime Infrastructureからエクスポート
されたマップを資産ロケータにアップロードすることです。

資産ロケータが Cisco Spacesを介して起動されると、マップは自動的に資産ロケータに同期
されます。

（注）

始める前に

Cisco CMXリリース 10.5以前を使用している場合は、「Cisco PIから Cisco CMXへのマップ
のインポート」を参照してください。

手順

ステップ 1 資産ロケータにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションウィンドウで、[Configure] > [Maps]をクリックし、[Upload]ボタンをクリックしま
す。

ステップ 3 ロケーションを参照し、以前に Cisco Prime Infrastructureからエクスポートしたマップを選択します。

ステップ 4 フロアマップを選択して、マップが正常にアップロードされたかどうかを確認します。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/operationalinsights/b_operationalinsights/m_appendix.html#task_36568231741387438087363433786423622
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/operationalinsights/b_operationalinsights/m_appendix.html#task_36568231741387438087363433786423622


チョークポイント（モニター）の作成

左側のナビゲーションウィンドウで、[Configure] > [Maps]をクリックし、チョークポイントを
作成する必要があるロケーションを検索します。図に示すように、ツールバーの左側にある

チョークポイントアイコンをクリックし、チョークポイントの詳細を入力してから、マップに

配置します。

ゾーンの作成

左側のナビゲーションウィンドウで、[Configure] > [Maps]をクリックし、チョークポイントを
作成する必要があるロケーションを検索します。図に示すように、ツールバーの左側にある

[Zone]アイコンをクリックし、ゾーンの名前を追加してから、マップに配置します。追加した
ら、ゾーンを拡大して表示できます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


